
一般財団法人 Ruby アソシエーション 

2013 年度 第 1 回通常理事会 議事録 

 

日時：2013 年 6 月 11 日(火) 14:00 ～ 15:45 

場所：(株)ネットワーク応用通信研究所 東京支社（東京都千代田区外神田 5-6-12 コーワビル 3 2F） 

松江オープンソースラボ (島根県松江市朝日町 478-18 松江テルサ別館 2F) 

九州工業大学 田中和明研究室(福岡県飯塚市川津 680-4) 

理事総数 : 6 名 

出席理事 : 6 名 (東京、松江及び福岡をテレビ会議で結び開催) 

(東京)笹田耕一、橋本明彦 

(松江)松本行弘 (理事長)、井上浩(副理事長)、澤田盛繁 

(福岡)田中和明 

出席監事 : (松江)今岡正一 

事 務 局：(松江) 前田修吾（事務局長）、横田早百合（事務員）、杉原健司 (支援スタッフ)、  

福田一斎 (支援スタッフ) 

 

定款第 39 条の規定により出席理事から井上浩副理事長を議長 として選出し、井上副理事長が議長席

につき、当財団の理事現在数 6 名中、定款第 40 条第 1 項及び第 2 項の規定に従い、議長を含め議決に

加わることのできる理事全員の出席により定足数を満たしたので本理事会は有効に成立した旨を宣し、

テレビ会議システムにより出席者が一堂に会するのと同等に適時的確な意見表明が互いにできる状態 

となっていることを確認のうえ議事に入った。 

 冒頭、松本理事長より今期の円滑な財団事業の実施に向け本日の議事進行、協議に期待する旨の挨拶

があった。 

 

 

第 1 号議案 :「2012 年度 事業報告書案」 

定款第 7 条第 1 項 に基づき（第 2 号議案以降も同様）、議長の指名により前田事務局長が別添資料

P1 によって議案の説明を行った。 

採決の結果、原案どおり可決した。 

 

 

第 2 号議案 :「2012 年度 決算案」 

 議長の指名により横田事務局員が別添資料 P9 によって議案の説明を行った。また、説明後、今岡監

事が監査の結果、適正に会計処理がなされていることを報告した。 

 以下、質疑応答。 

 田中理事：事業規模が拡大する一方で租税公課が2011年度に比べ、2012年度は減額になっているが、

この理由は。 

 横田事務局員：租税公課は印紙購入費である。2011 年度は財団の設立に伴い印紙の購入費が相当額

となった。 

 橋本理事：経費で事業費と管理費に区分されているが、この違いは。 

 横田事務局員：事業費に区分しているものは、事業収入に関わる経費である。なお、人件費等の両区

分の関わる者は、それぞれ 50%ずつで按分している。 

 以上の質疑後の採決の結果、原案どおり可決した。これにより本決算案をもって理事会決定とし評議 

員会に上程することとなった。 

 

 

第 3 号議案：「理事辞任・選任案」について 

議長の指名により前田事務局長が別添資料 P16 によって議案の説明を行った。 



採決の結果、原案どおり可決した。これにより本案も理事会決定とし評議員会に上程することとなっ 

た。 

 

 

第 4 号議案：「2013 年度予算 6 月補正」について 

議長の指名により杉原支援スタッフが別添資料 P17 によって議案の説明を行った。 

 以下、質疑応答。 

 田中理事：技術者認定試験の会計処理に関して、CBT 試験受託者の会計処理との齟齬はないか。 

 杉原支援スタッフ：試験受託者の会計処理まで確認はしていない。 

 今岡監事：いずれにせよ当財団の今回の補正が会計処理上適切であるので問題はない。 

 以上の質疑後の採決の結果、原案どおり可決した。 

 

 

協議事項 1：「標準規格」について 

 前田事務局長が Ruby の言語仕様の標準規格の今後の維持、改訂に関する現在の状況、当面の進め方、

また、外部人材の活用に関して報告した。 

  

 

協議事項 2：「海外展開」について 

 杉原支援スタッフが今後の海外の関係機関との連携を踏まえ、例えば Ruby Central に「Ruby 安定

版保守事業」の下期費用相当額への支援を依頼してはどうか、また、その場合の依頼方法に関して出席

理事に意見を聞いた。 

 笹田理事より依頼は松本理事長からするのが適当であり、その際には海外送金時の流れ、米国での税

法上の扱い等に関して Ruby Central に提示できるとよいとの助言があった。 

送金時の流れ等に関しては、事務局で確認することとなった。 

 

 

協議事項 3：「起業支援型地域雇用創造事業」について 

 福田支援スタッフが現在の応募状況について、現時点で有力な応募がなく、6 月 25 日までに採用の

目途がなければ、本事業に関しては実施を見送ることになると報告した。 

 澤田理事より、本事業の要件に松江市在住者が対象者であることから、ふるさと島根定住財団を活用

することの提案があり、事務局で対応することとなった。 

 

 

協議事項 4：「2013 年度 開発支援事業」について 

 前田事務局長が昨年度までの実施状況を報告し、今年度はテーマを提示し募集する方法の実施につい

て出席理事に意見を聞いた。 

 笹田理事よりテーマの決定方法、実施スケジュールなどについて意見、質問があった。前田事務局長

からテーマについては具体なテーマ設定をしなくても対象分野を提示するなども含めて開発支援事業

の助成委員に相談し、スケジュールに関しては夏ごろの募集で秋ごろからの実施、年度末を完了時期に

する見込みと説明。 

 出席理事の了解が得られたので、今後、前田事務局長が助成委員と相談し進めることとなった。 

 

 

協議事項 5：「Ruby Prize」について 

 福田支援スタッフが別添資料 P19 によって説明し、出席理事に意見を聞いた。 

 出席理事と事務局の間で、主に顕彰の対象者に関しての意見交換があった。今年度は、別添資料に沿

って実施し、その結果を踏まえ次年度以降に見直しを行うこととなった。なお、松本理事長、井上副理



事長、笹田理事、前田事務局長は実行委員に、他の理事 3名 をPrize会員に予定しており、就任につい

て異議はなかった。

協議事項 6:「RubyWorld Conferenceプログラム検討委員会Jについて

前田事務局長が別添資料 P22によって説明し、笹田理事、田中理事、橋本理事に委員会への参加を依

頼した。いずれの理事も了承された。

以上この議事録が正確であることを証するため、定款第43条の規定により、代表理事理事長 (松本行弘)

と出席監事 (今岡正一)は、次に記名押印する。

2013年 6月 11日

上記の通り相違ありません。

一般財団法人Rubyア ソシエーション

代表理事理事長 松本 行弘 〔墨)

監事      今岡 正一
 ③
















































